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桝山 寛
masuyama@dabb.com
㈱ダブ代表取締役、
メディア環境研究者。
99年はプロデュースしたゲーム
がNINTENDO64、プレステで発売
jhttp://www.masuyama.com/

リチャード・マイケル・
ナッシュ
Private Assets Limited取締役社長。
国際金融の専門家として、
国際資産運用に関する
コンサルティングや
講演などを行っている

でNY市場の株価をチェックする。税金や手

数料を含めたややこしい損益計算をJAVAで

やってしまう…。これまで金融にほとんど縁

がなかった人でも、こんなことが簡単にできて

しまうのだ。逆にいえば、パソコン＋インター

ネットによる情報ビッグバンは、おカネという

「究極のコンテンツ」の登場によって、ある種の

完成形を見せるとさえ言えるのかもしれない。

この連載は、金持ちでも専門家でもない、

外貨預金さえしたことがない読者向けのもの

だ。シロウトでは手におえない部分に関して

は、日本では数少ない個人向け国際資産運用

コンサルタント、リチャード・マイケル・ナッ

シュ氏に監修していただいた。まず手始めに、

すでに大きな盛り上がりを見せている金融ビ

ッグバンを実感できるマネー関連サイトの代

表的なものをチェックしよう。

あたりまえのようだが、「デジタルデータ」

とは数値で表せる情報のことだ。数字の羅列

でしかないマネー情報は、インターネットがも

っとも得意とする分野なのだ。さて、シロウ

トにとっては「金融ビッグバン」そのものが

よくわからない。まずは発信元の大蔵省を見

てみよう（①）。ポイントを押さえた解説が、

わかりやすい日本語で書かれている。概要を

知った後は、日本経済新聞の連載記事

「How toビッグバン」のオンライン版を（②）。

自動車保険から外貨預金まで、どこがどう変

わるのかという部分に重点が置かれている。同

じ日経の「ビッグバンだより」は、時事ネタ

にからめたコラムで、金融ビジネスの先端で

仕事をする「人間」の表情がうかがえるのが

興味深い。

マネー情報のポータルサイト代表が、

「Yahoo! Finance」（③）。リンク集としては

もとより、フォームによる株式情報の検索、

金利情報など、オリジナルコンテンツが充実

している。本家の米国版も、インターネット

を資産運用に活かしたいと思う人には必見の

サイトだ。

金融ビッグバンって何？　
外貨預金ってホントに得なの？　
投資信託のリスクってどんなもの？…etc。
おカネをめぐる状況が激変している中、
郵便貯金や定期預金しか知らなかった人は、
いったいどうすればよいのだろう？
慌てることはない。私たちにはインターネットがある。
本連載は国際資産運用のスペシャリストを監修に迎え、
初心者向けのマネー入門講座をお届けする。

「ビッグバンだより」日本経済新聞
http://money.nikkei.co.jp/money/big/

Yahoo! Finance（米国）
http://quote.yahoo.com/

※この記事は特定の金融商品への投資を勧誘するものではありません。
運用は目的を持って自己責任で行ってください。

「金融ビッグバン＋PC＋インターネット」で
できること

おカネをめぐる状況が激変している。金融

機関が抱える問題、「ビッグバン」と称され

る規制緩和、そして何よりも戦後最大の不

況。これまで郵便貯金や定期預金しか知ら

ず、クルマや住宅ローンくらいしかピンとこな

かった私たちにも「個人の資産運用」を意識

すべきときが来たようだ。もっとひらたくいえ

ば、「今こそ、自分のおカネについて真面目に

考えなければならない！」ということなのだ。

そして、この激変には明らかにインターネット

が深くかかわっている。それどころか、ネット

ワークというメディアそのものが、投資や資産

運用のあり方を根本的に変えつつあるといっ

てもよいのだ。それはもはや、企業や金持ち

だけがやるべきことではない。

一方、私たちにはインターネットこそが「情

報ビッグバン」なのだという強い実感がある。

Eメールやグループウェアが仕事のスタイルを、

ネットワークゲームが遊びのスタイルを変えて

しまったように、パソコンとインターネットの

組み合わせは、金融のシロウトである私たち

におカネに対する考え方の見直しを迫ってい

る。アマゾンコムや、ヤフーといったインター

ネット関連企業の株を、オンラインでアメリ

カの証券会社から買い付ける。リアルタイム

実践！インターネットユーザーのためのマネー入門
執筆

監修

関連サイト

おカネについて
真面目に考えてみよう

マネー情報なら
インターネット

1Chapter 

新 連 載

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D
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初心者向けマネー雑誌「あるじゃん」のウ

ェブサイトが1月11日に全面リニューアルさ

れ、「イサイズマネー」（④）になった。会員

登録（無料）をすれば、ページをパーソナル

化できる。単行本は文字どおり山のように出

ているが、ユニークなのが、「ゴミ投資家のた

めのビッグバン入門」（⑤）だ。金融商品の

基礎知識から始まり、まったくのシロウトが

個人でオフショア金融センターに銀行口座を

開設してしまう展開がノンフィクション作品

のようにおもしろい。新聞は、日経だけでな

く海外サイトも基本として外せない。米国の

「 Wallstreet Journal」（ ⑥ ）、 英 国 の

「Financial Times」が代表的だ。

では、インターネットでは実際には何がで

きるのだろう。それを知るのにうってつけなの

が、ホットワイヤードの「オンライン株投資

日記」だ（⑦）。編集部から1000ドルを預か

った3人の読者が、インターネットを使って米

国株を買い、98年11月1日から3か月間の

運用状況をレポートするというもの。日記に

出てくる専門用語にとまどったら、東京イン

ベスターネットワークの「投資情報館」（⑧）

で調べてみよう。そして、上記の3人が米国

株を買うのに使っているのが、ここ数年急成

長している米国のオンラインブローカー。取

引手数料が日本の証券会社のおよそ10分の1

しかかからないのだ。

米国ではブローカーが乱立気味で競争が激

化しているが、手数料の安さがウリの

「SURETRADE」（⑨）、ソフトバンクとの合

弁で日本法人も設立された「E*TRADE」な

どがある。日本でも、オンライン取引の動き

が加速しており、今年から本格化するだろう。

既存の証券会社の中では、松井証券の「ネ

ットストック」（⑩）の積極性に注目してお

きたい。 q松井証券
http://www.matsui.co.jp/

9SURETRADE
http://www.suretrade.com/

8「投資情報館」Tokyo Investor Network
http://www.tokyoin.com/

7「オンライン株投資日記」ホットワイヤード
http://www.hotwired.co.jp/altbiz/otd/

6The Wall Street Journal Interactive Edition
http://www.wsj.com/

5「ゴミ投資家のためのビッグバン入門」alt.BOOKS
http://www.mediaworks.co.jp/alt/bigban/

4「イサイズマネー」リクルート
http://www.isize.com/money/

3Yahoo! Japan Finance
http://quote.yahoo.co.jp/

2「How to ビッグバン」日本経済新聞
http://money.nikkei.co.jp/money/sp2/

1「金融システム改革とは」大蔵省
http://www.mof.go.jp/big-bang/bb1.htm

ビッグバンを実感できる必見サイト

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D
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ナッシュ氏によると、金融の世界には「72

の法則」があるそうだ。ある金額を2倍にす

るのに必要な年数は、72を年間金利で割っ

た数だというのだ。前述のオフショア・ファ

ンドであれば約7年。日本の定期預金では、

信じられないことに360年もかかってしまう。

もちろん、金利は時代に応じて変動するもの

だが、7～8％といったバブル時代のような状

況が復活することは、当分ないというのが一

般的な予測だろう。

もちろん、ハイリターンの商品にはさまざま

な課題やリスクがある。元本割れする可能性

も低くはない。駅前の銀行のようにに印鑑と

通帳を持って行けばていねいに対応してくれ

る気軽さもない。逆に、膨大な選択肢の中か

ら、英語や専門用語と格闘しつつ、自分の責

任で意思決定をし続けなければならないのだ。

これは、何かに似ていないだろうか。そう、

「パソコン＋インターネット」を使い始めたと

きの感覚と近い。最近ではずいぶんと楽にな

ったが、かつてインターネットを使い始めるに

はいろいろなハードルがあった。お仕着せに近

い家電製品とは違って、多くの選択肢がある

中から自分のニーズに合ったパソコンを選び、

周辺機器を買い足し、自宅の通信回線の状

況やアクセスしやすいプロバイダーを調べ、よ

うやくつながったと思ったら今度はソフトの使

い方がよくわからない…。

しかし、そういったプロセスをある種のチャ

レンジとしてとらえて楽しむことができる人に

とって、金融ビッグバンは資産運用を本格的

に始める絶好の機会だ。しかも、すでにイン

ターネットを使っているというのは、かなりの

アドバンテージなはずだ。ただ、それは趣味の

商品をオンラインショッピングしたり、音楽

や映像をダウンロードしたりすることとは違

う。もちろん、ギャンブルでもゲームでもない。

大げさにいえば資産運用を考えることは、自

分の人生設計を考えることなのだ。

「パソコン＋インターネット」が、使いこな

すまでにそれなりの時間がかかるように、おカ

ネのシロウトにとっては、ホームページやマネ

ー雑誌の膨大な情報は、かえって混乱を招く

ばかりだろう。やみくもに始めてしまうのでは

なく、まず「資産運用」とは何なのかを知っ

ておくことが必須だ。本誌では、日本でも海

次に、インターネットで探した情報を使っ

て、具体的な運用のシミュレーションをして

みよう。Yahoo! Financeの金利情報によれ

ば、日本国内の円定期預金金利は、300万

円未満だと全国平均で約0.2％（98年12月

21日現在）。100万円を複利で10年間預け

ても、たったの102万円ほどにしかならない。

一方、オフショア金融センターに登録され

ているファンドには、年利が数十パーセント

というものがざらにある。ここでは、最近日

本でも会社や金融商品の「格付け」で知られ

るようになったスタンダード＆プアーズが提供

する、ファンドのデータベースサービス「マイ

クロパル」（⑪）を使って「日本からも数十

万円レベルから購入できるファンド」という

前提で調べてみた。これによるとPerpetual

社の「Offshore International Growth」と

いう商品が、過去1年で10.48％の利回りを

示している（98年12月1日現在）。

このケースでは、税金、手数料、為替レー

トなどを別と考えた場合、1999年に預けた

100万円が、10年後（2008年）にはなんと

約245万円にもなる（グラフ参照）。しかも、

こうした年利10％の金融商品は、海外にお

いては決してハイリスクなギャンブル性の高い

ものとは限らない。30％、40％という利率

の実績が並ぶマイクロパルのデータベースを見

ていると、むしろおとなしめの商品にさえ思え

る。リチャード・マイケル・ナッシュ氏は「中

長期で考えれば、オフショアで10％の利回り

を維持できないファンドマネジャーは失格だと

思います」と言い切る。これがおカネの世界

におけるグローバルスタンダードなのだ。

wスタンダード＆プアーズ社の「マイクロパル」で
はさまざまな条件で世界各国のファンドを検索で
きる。
http://www.micropal.com/index2.htm

視野を広げると
驚くべき違いが！

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008年 

¥2,500,000

¥2,000,000

¥1,500,000

¥1,000,000

¥500,000

¥0

¥2,452,184
Offshore International Growth

（年利10.48％） 

国内定期預金の平均 

（年利0.2％） 

¥1,018,145

日本国内の円建て定期預金の金利は98年 12月 21日の全国平均 0.2％で計算。Perpetual社のファンド
「Offshore International Growth」については、98年12月1日現在の過去1年の利回り10.48％をもとに算出。

100万円を10年間運用したときの驚くべき格差

資産運用はギャンブル
ではなく人生設計だ

では、どうすれば
よいのか？

実践！インターネットユーザーのためのマネー入門

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D
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外でも経験の深いナッシュ氏に初歩から講義

していただいた（294ページ）。どんな金融商

品を選ぶ際でも、自分なりの価値基準さえし

っかりしていれば、情報の海におぼれずにすむ

はずなのだ。詳しくはナッシュ氏の講義に譲

るとして、ここではそれ以前の部分について

ふれておこう。

基本中の基本は、すべてを自己責任におい

て考えること。銀行や証券会社さえ倒産する

時代だ。国家による預貯金の保証さえ、あま

りあてにできなくなり始めているのだ。まして

や証券会社による「損失補填」など、個人に

とっては過去もこれからも決してありえないこ

とだ。金融商品の派手な広告に乗せられて、

購入したら手数料や税金で結局元本割れ、よ

くよく広告を見なおしてみれば、小さい字で

書いてあったなどというのではシャレにもなら

ない。

次には、金融の仕組みや経済の基本につい

て勉強し、世界の政治、経済の情勢に敏感

になっておくこと。専門的なことまで学ぶ必

要はないが、株や債券の仕組みがある程度は

わかっていないと、実際の投資の際には困る

ことになる。前述の「あるじゃん」誌や証券

会社のホームページには、初心者向けの金融

入門や株式入門といったコーナーがたくさん

ある。世界情勢については、小額でも自己資

金で外貨預金を始めてしまえば、自然と気に

なってくるものだ。個人的には、「ホットワイ

ヤード」の山形浩生氏連載コラム「ケイザイ

2.0」をおすすめしておこう。

また、架空のおカネで株式投資をゲームと

して体験するホームページでは、楽しみながら

実戦的な知識を得ることができる。国内では、

野村證券の「バーチャル株式投資倶楽部」、

アメリカではE*TRADEの「the E*TRADE

Game」などがある。

最後に強調しておきたいのは、抽象的に言

えば「意識のさらなる開国を」ということだ。

ほんの30年ほど前まで、日本人にとって海外

旅行は特殊なことだった。また、数年前まで、

仕事や旅行以外で海外と直接情報をやりとり

する人はごく少数だった。それが今では、高

校生でも海外に行くのはごく普通になり、イ

ンターネットが海外とのコミュニケーションを

身近なものにしてくれた。それと同じようなこ

とが、私たちのおカネにも起きると言えばわか

りやすいだろうか。金融ビッグバンとは、つ

まるところおカネに関する制度をグローバルス

タンダードに合わせること。おカネの開国なの

だから。

◆ビッグバン
多くの規制に縛られていた金融業界を一

気に自由化する「金融大改革」。各分野の

規制を撤廃して銀行、証券、保険分野など

の競争促進と市場の活性化を目指す。

◆外貨預金
ドルなど外国の通貨を日本の銀行に預け

ること。それぞれの通貨の金利が用いられる

ため、円預金にはない利息が期待できる。ま

た、満期日が預け入れ時点より円安であれ

ば為替差益も得られるが、逆に円高になれ

ば為替差損が生じる。

◆国際資産運用
自分の資産をドルや円など複数の通貨に

分散して投資することで、リスクを減らして

高い運用益を目指す運用手法。

◆オフショア金融センター
「タックスヘイブン」（Tax Haven＝税金避

難地）とも呼ばれる。国内の市場と切り離

した形で、非居住者の資金の調達や運用を

行う市場。金融、税制、為替管理などの規

制が少ないのが特徴。代表的なオフショア地

域として、欧州ではマン島やダブリン、スイ

ス、また大西洋のバミューダ諸島、カリブと

その付近、香港やシンガポールなどがある。

◆オンラインブローカー
インターネットなどの通信技術を使って、

株式や債券などの売買を仲介する業者。取

引手数料の割引を武器に、米国では個人の

株取引の約20％がインターネット取引にな

るまでに成長した。1998年末時点、日本で

は19社の証券会社がインターネット取引の

サービスを提供している。

◆ファンドマネジャー
運用担当者。投資家などから資金を預か

り、専門知識に基づいた独自の投資判断を

下して運用にあたる。最近の特徴はファンド

マネジャーの個性を前面に打ち出した投資信

託も登場していることである。

◆損失補填
顧客の損失を証券会社などが埋め合わせ

ること。92年の証券取引法の改正で禁止が

明文化された。

◆インフレ
物価の水準が持続的に上昇することで、

インフレーション（inflation）の略。逆に継

続的な物価下落をデフレという。インフレが

超過需要で物価の高騰につながるのに対し、

デフレは供給過多から物価の下落をもたらす

とされる。

◆ファンダメンタルズ
国際経済を安定させるための基礎的な条

件。物価や国際収支、経済成長などを一括

して「ファンダメンタルズ」という。この均

衡が崩れると各国間の通貨に強弱が発生し、

世界経済が不安定になると言われる。

マネー入門者のためのキーワード解説

「山形浩生のケイザイ2.0」ホットワイヤード
http://www.hotwired.co.jp/altbiz/

「the E*TRADE Game」E*TRADE
http://www.etrade.com/
※左メニューの「Play The E*TRADE Game」をクリ
ック

「バーチャル株式投資倶楽部」野村證券
http://www.nomura.co.jp/vstock/

関連サイト

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy

�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy

294 INTERNET magazine 1999/3

ニーズというのは、子供の養育資金やマイ

ホーム取得資金のような「必要」に応じたも

の。ゴールとは、定年になったら海外に移住

したいとか、脱サラして店を持ちたいといった

人生における「夢や希望」の部分です。資産

運用に目的が必要というのは欧米の金融業界

では常識です。外資系証券会社のパンフレッ

トを見ても、一番初めに「まず、ニーズとゴ

ールを決めましょう」と書いてありますよ。

欧米でも20年くらい前までは、今の日本の

ように商品だけをやたらと売りこんでいまし

た。顧客が、どれだけおカネを持っていてど

んな目的があるのかをほとんど無視して、目

先の商売だけをしていたんです。右肩上がり

の高度成長時代には、それでもよかったのか

もしれません。しかし、その時代が終わり、

社会の安定性が失われていくにつれて、ニー

ズをベースにし、短期、中期、長期という時

間軸を分ける資産運用の考え方が浸透してい

ったのです。これからの日本もそうなるでしょ

う。銀行もつぶれない、終身雇用、適度なイ

ンフレと春闘で収入も安定という時代は終わ

ったわけですから。

これは、特に投資について顕著なのですが、

日本の人々はあまりにも国内指向主義が強す

ぎます。ファッションのブランドに関しては海

外指向なのに不思議ですね。資産運用のこと

を真剣に考えるのであれば、自分自身は日本

にいるとしても、運用の対象は常にワールド

ワイドに考えなければなりません。

「国際化」といっても、日本対海外という

閉鎖的な考えではなく、資産運用においては

超国家的な立場で、日本も世界の国々のワン

ノブゼムとしてとらえる必要があります。たと

えば、日本は資源輸入大国ですから、アメリ

カやヨーロッパのことだけでなく、アジアや南

米などの情勢、インフレ率も意識していない

と、資産が実質的には目減りしてしまうこと

もありえるのです。

短期的な金融市場は機関投資家といわれる

莫大な資金とハイテクで武装した超専門家集

団が、まさに秒単位でグローバルにシノギを

削る世界です。彼らは、専門用語でいう「テ

クニカル」な要素、短期的な市場心理を自前

のプログラムで解析します。とても個人が太

刀打ちできる状況ではありません。しかし、例

外はありますが、市場というのは長期的に見

なぜ「資産運用」という考え方が必要なの

か、からお話ししましょう。おカネがまったく

要らない人は別ですが、私たちの人生には必

ずおカネがついて回りますね。そして、収入は

限られています。ほとんどの場合、自分が必要

だと思う金額よりも、使えるおカネのほうが

少ないでしょう。そこで、自分の目的に向け

て、できる限りおカネを効率的に運用するた

めのプランニングが必要になってくるわけです。

自分は子供も家族も要らない、人生に何の

目的もない、とりあえず生きていければいいん

だという人は、別に真剣になって資産運用を

する必要はないと思いますよ。また、よく

「おカネ儲けそのものが目的」とおっしゃる方

がいますが、それは本当の目的とは言えませ

んね。資産運用の秘訣はまず目的を定め、そ

れをきちんと実行することです。

超低金利、長期不況時代に私たちはどうすればよいのか。日本を愛する
米国人スペシャリストによる資産運用の基本。これまで資産運用など考
えたこともない人たちに向けて基本的な考え方について語ってもらった。

監修者リチャード・マイケル・ナッシュ氏に聞く

インターネット時代の
ファイナンシャルプランニング入門

Profile

1956年米国生まれ。ワシントン州立大学で工学を専攻、国際
基督教大学（ICU）では異文化コミュニケーションを専攻した。
卒業後、アメリカン・インターナショナル・グループ（AIG）
日本支社 AIUに勤務。1985年にカリフォルニア州立大学
（UCLA）大学院に入学し金融学を専攻、MBAを取得。その
後、モルガン・スタンレー投資銀行債券部、三井信託銀行ロ
サンゼルス支店でのアシスタント・ヴァイスプレジデント、プ
ルデンシャル・リアルティ・グループでの不動産・資産運用マ
ネージャーを歴任。その後、香港でオフショア投資およびオフ
ショアバンキング業に従事し、1996年に再来日。国際資産運
用の専門家として活躍中。本連載では監修を務める。

リチャード・マイケル・ナッシュ
Richard Michael Nash

まず、目的を
はっきりさせること

目的には
「ニーズとゴール」がある

グローバルな視野で
取り組む

運用は
中期～長期で考える

特 別
講 義 実践！インターネットユーザーのためのマネー入門

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D
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れば周期的に動いているのです。短期的な乱

高下があっても、長期的には同じ市場でも右

肩上がりになっていることも多いでしょう。各

国の政治の安定性や経済状況などは「ファン

ダメンタル」な要素と呼ばれ、こうした長期

の動きに反映するのです。

個人がある程度安定した資産運用を望むの

であれば、ゲーム感覚の短期的な売り買いで

はなく、5年～10年といった中長期的な展望

を持ってプランニングをしなければなりません。

私がコンサルティングするときも、必ず短期、

中期、長期のニーズとゴールを最初にお聞き

します。

まず、資産運用にはさまざまなリスクが付

きものというのが前提です。運用の際、ニー

ズとゴールがはっきりしていても、どの程度の

リスクに耐えられるのかがわからないと、何万

種もの選択肢の中から具体的な商品を選ぶこ

とができません。投資の鉄則は、ローリスク・

ローリターン、ハイリスク・ハイリターンです。

ローリスク・ハイリターンというのは、一般的

にありえないのです。リスクを回避したいと思

っているのに、ハイリターンのほうに目を奪わ

れて理想を追い求めてはいけません。自分の

性格や資産の状況を慎重に検討し、リスク許

容度を見極めてください。

これからの資産運用においては、資産を広

く分散することも非常に重要です。これまで

は、不動産、株、現金といった程度の「分

散」が言われていましたが、基本的には日本

の中だけの話だったわけです。グローバルに考

えるということは、通貨、国、産業などを広

く分散しなければいけません。商品の種類も、

株、債券、通貨など自分のリスク許容度に応

じて分散する必要があります。理論的にいえ

ば、分散すればするほど、リスクも分散され

るのです。

「ポートフォリオ」という言葉をときどき聞

かれると思いますが、元々はたくさんの書類を

分類して整理するジャバラ型の書類入れとい

う意味です。資産運用においては、幅広く分

散した資産の明細のことを意味します。おカ

ネを総括的に運用、管理するための概念です。

日本では、まだ個人の資産運用に関して専

門家にアドバイスを受けることに抵抗がある

ようです。自分のおカネのことは「あなたに

は関係ないでしょう。何が儲かるのかだけ教

えてくれ」といった具合いで。ただ、それで

は病人が症状も伝えずに「とにかく痛み止め

をくれ」と言っているようなものです。証券

会社や銀行が、大勢お医者さんがいる大病院

だとすれば、個人のファイナンシャルアドバイ

ザーは、顔見知りで、子供のころから診ても

らっているファミリードクターだと考えてくだ

さい。一般的に欧米では、ファイナンシャル

アドバイザーも弁護士や医師と同じように顧

客の秘密を守ることが求められていますから、

安心してプライベートなことも相談できるわけ

です。

本（左下参照）にも書きましたが、私は日本

と日本の人々が好きなので、今の日本の状況

を憂えています。何でもアメリカの都合で動

くのはおかしいですね。日本は何千年もの歴

史があるわけですから、もっと誇りを持ってい

ただきたい。アメリカでは貧富の差がどんどん

激しくなっています。ちょっとした国家と同

じくらいの資産を持つ億万長者とホームレス

の両方がいます。社会における富の分配が、

あまりうまくいっていないということでしょう。

歴史を見ればわかるように、この状況には必

ず揺り戻しが来るでしょう。

日本経済は確かに厳しいですけれども、ま

だまだ発展する要素はあります。ただ、今の

時点では為替リスクを含めても、海外での資

産運用を考慮されるべきだと思います。特に

インターネットを利用している方であれば、情

報も豊富ですから、いろいろと調べられると

よいでしょう。ただ、インターネットが便利な

あまり、ゲーム感覚で投資をとらえる人が増

えるのではないかという危惧もありますが。

『日本人のためのオフショア金融センターの知識』
著者：リチャード・マイケル・ナッシュ
発行：ダイヤモンド社
価格：本体2400円＋税
ISBN：4-478-26043-5

自分の
リスク許容度を知る

資産を広く分散して
投資する

専門家のアドバイスを
受ける

「外貨預金」を
インターネットで徹底分析

金融ビッグバンの原則はフリー、フェア、

グローバル。それを実践するためには、自

分の資産をドルやポンドといった外貨で持

つ必要も出てくるだろう。いまや円だけで

思考していては何も始まらないのだ。

次号では、日本で始まったばかりのシテ

ィバンクのインターネットバンキングを中

心に、外貨預金の意味とリスク、そして

その可能性を徹底検証する。
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